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木材のエネルギー変換に関する研究（皿）共

一パラコート処理材の精油・樹脂生成に及ぼす季節変化の影響一

城代一　進＊＊・真柄 謙吾＊＊・後藤 輝男＊＊

　　　Stud1es　on　the　Convers1on　of　Wood　mto　Energy（■）＊

一Effect　of　Seasona1Yar1at1on　on　the　Product1on　of　Essent1a1011

　　　　　　and　Resm　from．Paraquat－treatedWood－

　　　　Susu血u　J0DAI，Kengo　MAGARA　and．Teruo　G0T0

　In　order　to　e1uc1date　the　effects　of　seasona1∀ar1at1ons　and　tree　age　on　the　product1on

of　essent1a1011，resm　from　treated　wood，chem1ca1compos1t1on，and　ca1onf1c　Ya1ue　of

treatea　wood一，the　mv・est1gat1on　was　conducted．for　paraquat－treated．Japanese　red．Pme

（丹㈱ゐ郷ψorα＆砿Z。）．

　The＝ma1n　resu1ts　are　as　fo11ows．

1）　Max1皿u皿f1gures　of　res1n　content　rat1o　were　showed．at　Augst　and－the　content　of

　　resin　was32％on5years　o1d　tree．

2）　The　prod－uct1on　of　ac1dユc　components　and－ab1et1c　ac1d　m　resm　by　paraquat－treat㎜ent

　　were　s］9n1f1cant　at　a　season　of　tree　growth

3）　Seasona1∀ar1at1on　and　tree　age　have　I1tt1e　effects　to　the　essent1a1011　content　and

　　che工n1ca1cor皿pos1t1ons

4）　In　a11tree　age，血ax1血um　f1gures　of　ca1or1f1c　va1ue　rat1o　were　shown　at　Augst

　　and－the　ca1or1f1c　va1ue　of　treated　wood　showed　f1gures　of4800ca1／9to5500ca1／9．

　　Corre1at1on　was　founポbetween　the　resm　content　and　the　ca1onf1c∀a1ue，but11tt1e

　　re1at1onsh1p　was　found．between　the　essent1a1011content　and－the　ca1or1f1c　va1ue

　　　　　　　　1。緒　　　　言

　著者らは，今迄に本邦産アカマツ及びクロマツにパラ

コートを注入処理することにより，樹幹内に多量の精油

④樹脂が生成され，木材の高カロリー化が促進されるこ

とを究明し，樹木資源からのエネルギー源の生産に対

し，パラコート処理はかなり効果的であることを報告し
　1）2）

た．しかし，精油。樹脂の収率，発熱量及び成分組成を

考慮したパラコートの最適処理条件については十分な解

＊本報の一部は，第35回目本木材学会（1985年4月東京）で報告した

締改良木材学研究室

明がなされていない．そこで本研究ではパラコート処理

材の最適樹齢と伐採時期を決定するために、処理材の発

熱量，精油⑤樹脂の収率及び成分組成に及ぼす樹齢⑧季

節変化の影饗について検討した。

2。実　　　　験

2．1パラコート処理

　昭和59年4月，枕木山林地内で5年生，10年生，20隼

生アカマツ（P肋洲ゐ郷ψ0伽ユ勿Z．）に婁10，20年

生は地上1m，5年生は地上O．2mの位置で切れ込みを

つけ，O．2％ツイン20を含む5％パラコート水溶液を樹
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齢に応じ，5年生に2m4，10年生に3m4，20年生に

5m．4それぞれ注入した。また，同時に対称位置にO．2％

ツイン20水溶液をパラコート水溶液と同量注入しコント

ロールとした．

　処理後1ケ月ごとに伐採し1O月まで続けた。伐採した

材は，Fig．1に示したように処理点及び処理点から上

方1．5mの位置で厚さ1cmのディスクを採取し，そ

れぞれをT1，C1，T2，C2とした．5年生につい
ては，樹高の関係から処理点の上方1皿をT2，C2

とした。
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UV－200分光光度計を用いて紫外吸収スペクトルを測定

した．

2．5　木材の発熱量測定

　吉田製作所製燃研式断熱熱量計を用い，JIS　K2278－

1980により発熱量を測定した．

3。結畢と考察

3．1樹脂含量の季節変化

　C1の樹脂含量に対するT1の樹脂含量の比（樹脂含

量比）の変化をFig．2に示した。5年生，10年生、20

年生いずれも樹木の生育時期である8月において樹脂含

量比はピークを示した．8月におけるT1の樹脂収率は

5年生で32％，10年生で10％，20年生で18％であった。

また，収率の最高値は5年生の10月のT1で40％を示し

た．
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Fig．1　Sectlon　a皿d　samp1e　number　of

　　　　treated．wood

2．2精油・樹脂の調整と化学定数の測定

　パラコート処理材から採取した各ディスクをウイレー

ミルで10メッシュ以下に粗砕し，精油・樹脂の抽出試料

とした。

　樹脂はソックスレー抽出器を用いてベンゼンにより8

時間抽出し，精油は精油定量装置を用いて10時間蒸気蒸

留しそれぞれを単離した。
　　　　　　　　　　　　　3）
　樹脂の酸価，ケン化価は常法に従って測定した。

2．3精油のガスクロマトグラフィー

　島津製作所製GC－4BPTFガスクロマトグラフを

用いて，次の条件により分析した．

　ガラスカラム31mmφ×3．2m，充損材Themon－

3000，カラム温度80～250℃，昇温6℃／mm　キャリ

アガスN2，検出器FID．

2．4樹脂の紫外線吸収スペクトル

　O．O02％樹脂エタノール溶液について，島津製作所製

O
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Fig．2　Seasona1variations　of　resin

　　　　COntent　rat1O

　5，10，20年生それぞれの樹脂含量比は，5年生が最

も高く，パラコート処理による最も高い樹脂生産性は5

年生において認められた．

3．2精油含量の季節変化

　C1の精油含量に対するT1の精油含量の比（精油含

量比）の季節変化をFig．3に示した．精油は樹脂にみ

られるような顕著な精油含量比のピークは認められず多・

全体的に樹木の生育の遅くなる秋季に向けて上昇して行

く傾向にあった。T1での精油収率は，5，10，20年生

いずれも1～3％程度であった．

　パラコート処理による精油の生産性は，8月で精油含

量比が約6を示した5年生が最も高いと考える。また，
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樹脂含量比は樹木の生育の盛んな時期に増加する傾向を

示したが，精油含量比は秋季に向けて増加する傾向を示

した．これは，パラコート処理による樹幹内樹脂・精油

生成経路が同一ではないことを示唆するものであり，そ

れぞれ別個の経路によって生成されていることが推定さ

れる．そして，パラコート処理は，樹木の生育が盛んに

なる時期に樹脂生成経路を，生育が遅くなる時期に精油

生成経路をそれぞれ活性化しているものと考える．

　T2，C2から単離した樹脂・精油についてもそれぞ

れの含量比の季節変化をFig．4，5に示した．C1，T

1で認められた様な季節変化は現れず，T2，C2にお

けるパラコート処理の有効性はほとんど考えられない．
　　　　　　　　　　　　　　4）
3．3精油のガスクロマトグラム

　樹幹より単離した精油のガスクロマトグラムをFig．6

に示した．主成分としてモノテルペン類及びセスキテル

ペン類が同定されたが，季節による明確な煩向は確認で

きなかった．従って，パラコート処理の精油に対する効

果は，成分組成の変化に対してよりもむしろ精油の増量

作用にあると考えられる。

3．4樹脂の紫外線吸収スペクトル

　T1，C1から単離した樹脂の紫外線吸収スペクトル

をF1g7に示した．これより241nmに極大吸収を持

つアヒエチン酸の存在を確認した．この241nmにおけ

るC1とT1の吸光度の比（吸光度比）の季節変化を

Fig．8に示した．7月において5年生，1O年生，20年
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生いずれもアビエチン酸の吸光度比にピークが認めら

れ，樹木の生育時顛にアビエチン酸の生成も盛んである

ことが推定される．

3．5樹脂の酸衙，およびケン化価

　樹脂の酸価はT1で120～150，C1で90～130であっ

た．また樹脂のケン化価はT1，C1とも160～180であ

った．T1とC1の酸価の比（酸価比）の季節変化を

Fig．9に示した。酸価比は6月においてピークを示し，

　　　　　　　　　　Month

F1g　1O　Seasona1vanat1ons　of　ca1or1f1c

　　　　Va1ue　ratiO

樹木の生育時期である6月において，注入したパラコー

トの酸化作用及び樹脂酸，脂肪酸などの酸性成分の生成

が盛んであることが推定される．

3．6発熱量

　Fig．10に樹幹発熱量の季節変化を示した．発熱量は

T1で4800～5500ca1／9，C1で4500～5200ca1／9で

あった．C1とT1の発熱量の比（発熱量比）は8月に

ピークが認められ，樹脂含量比の季節変化と同じ傾向を

示した．従って，樹幹発熱量はその樹脂含量に大きく影

響されることが推定される。
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　樹幹発熱量とその樹脂含量の関係はFig．11に示すよ

うに，両者の間に相関係数O．87の正相関のあることを

確認した．従ってパラコート処理は，木材の発熱量を高

めるには適切な方法であると推定する．

　Fig．12に樹幹の発熱量とその精油含量の関係を示し

たが，明確な関係は認められなかった．

4。ま　　と　　め

1．

2．

3．

　本研究では・パラコート処理材の発熱量；精油・樹脂　　4．

の収率及び成分組成に及ぽす樹齢および季節変化の影響

について検討し次の結論を得た．

　1）樹脂含量比は，5年生アカマツが8月において最

　　　高値を示し，樹脂含量は32％であった．

2）パラコート処理による樹脂申の酸性成分及びアビ

　　　エチン酸の生成は，樹木の生育時期に顕著であっ

　　　た．

3）精油含量比及び成分組成は、樹齢，季節変化によ

　　　る影響をほとんど受けず，含量はいずれも1～3

　　　％であった．

4）発熱量比はいずれの樹齢においても8月に最高値

　　　を示し，T1で4800～5500ca1／9であった．樹

　　　脂含量と発熱量は正相関の関係にあった．精油含

　　　量と発熱量の間には明確な関係は認められなかっ

　　　た。
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